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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関す

る事項 

［１］公共交通機関の利便性の増進、特定事業及び措置の推進の必要性 

 

 

  

【現状の分析と必要性】 

本市の中心市街地には、大阪方面から約 15 分、京都方面から約 20 分と快適な交通アクセス

が魅力である本市の玄関口である JR 茨木駅及び阪急茨木市駅が位置しており、市内の移動につ

いても、両駅から民間バス３社の運行により結節され、本市の多様な都市機能や広域交通結節

点の機能を有し、多核ネットワーク型都市機能の拠点となっている。 

本市では、まちの魅力向上、賑わいに寄与する茨木フェスティバルや茨木音楽祭などのイベ

ントが開催されている。また、立命館大学をはじめ、数多くの大学が立地していること、国内

プロサッカーリーグ屈指の強豪ガンバ大阪のホームタウンであり、国際Ａマッチが開催可能な

収容人数４万人の新スタジアム（隣接市であるが JR 茨木駅が主なアクセス）が建設されたこと、

その他にも中心市街地内には中央公園や元茨木川緑地などの公共空間をはじめ多くの地域資源

がある。 

これらの地域資源を活かすためにも、今後は、歩いて楽しい中心市街地とするための交通環

境の充実や、広域ネットワークのハブとなる交通結節機能の強化を進め、バリアフリー化のさ

らなる推進、路上喫煙の防止、市の玄関口なる両駅前の道路空間の活用などが求められる。 

以上より、目標の達成に必要な事業を公共交通機関の利便性の増進を図るための事業、特定

事業及び措置として基本計画に位置付ける。 

【フォローアップの考え方】 

基本計画に位置づけた事業について、毎年度末に進捗状況を調査し、改善措置及び効果の実

証を行う。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

事業名、内容及び

実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現する 

ための位置付け及び必要性 

措置の内容及

び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

道路空間活用事業

（再掲） 

【内容】 

道路空間にオープ

ンカフェを整備

し、定期的にイベ

ントを実施する。 

【期間】 

令和４年度～令和

６年度 

ＦＩＣ

ベース

株式会

社 

道路の占用の特例を活用し、JR 茨木駅東口

（いばらきスカイパレット）及び阪急茨木

市駅西口駅前広場（２階デッキ）にオープ

ンカフェを設置し、まちづくり会社が定期

的にイベントを実施する等、駅前広場を市

の玄関口としてふさわしい設えにすること

で、市民が訪れたくなり、集まりたくなる

商業の場づくりを推進し、賑わいの創出を

図る。 

本事業は、目標①中心商業機能の質の更新、

目標②滞在・活動の場の創出の達成に必要

である。 

【支援措置】 

道路の占用の

特例（法第 41

条） 

【実施時期】 

令和元年度～

令和６年度 

 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

 該当なし 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 該当なし 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 該当なし 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現する 

ための位置付け及び必要性 

国以外の支援措

置の内容及び実

施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

市道市役所前線歩

道改良事業 

【内容】 

市道市役所前線の

歩道を拡幅及びバ

リアフリー化を図

る。 

【期間】 

令和５年度～ 

茨木市 市役所と文化複合施設の間を走る市道市

役所前線の歩道を改良し、バリアフリー

化及び歩行環境の改善を図る。 

本事業は、目標②滞在・活動の場の創出

の達成に必要である。 

  

【事業名】 

JR 茨木駅西口再整

備検討事業（再掲） 

【内容】 

JR 茨木駅西口の 

再整備を検討する。 

【期間】 

平成 27 年度～ 

茨木市 駅前広場と駅前ビル及びその周辺地区に

ついて交通の輻輳やバリアフリー化、施

設の耐震性の不足や老朽化等の課題解決

を図るため、都市再開発法に基づく再開

発事業による整備を検討し、駅前の商業

機能の更新や居心地の良い空間の創出を

図る。 

本事業は、目標①中心商業機能の質の更

新、目標②滞在・活動の場の創出の達成

に必要である。 

  

【事業名】 

阪急茨木市駅西口

再整備検討事業（再

掲） 

【内容】 

阪急茨木市駅西口

の再整備を検討す

る。 

【期間】 

平成 27 年度～ 

茨木

市・民

間事業

者 

駅前広場と駅前ビル及びその周辺地区に

ついて交通の輻輳、施設の耐震性の不足

や老朽化等の課題解決を図るため、都市

再開発法に基づく再開発事業による整備

を検討し、駅前の商業機能の更新や居心

地の良い空間の創出を図る。 

本事業は、目標①中心商業機能の質の更

新、目標②滞在・活動の場の創出の達成

に必要である。 
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事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現する 

ための位置付け及び必要性 

国以外の支援措

置の内容及び実

施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

路上喫煙防止等対

策事業 

【内容】 

道路、広場等屋外の

公共の場所での路

上喫煙を防止する。 

【期間】 

平成 21 年度～ 

茨木市 路上喫煙をしないよう努力義務を定める

とともに、中心市街地内に路上喫煙禁止

地区を指定し、路上での喫煙を防止する

ことで、歩いて楽しい中心市街地を実現

し、歩行環境の改善を図る。 

本事業は、目標②滞在・活動の場の創出

の達成に必要である。 
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